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 Cland Bernardが 家 兎第11嘲置室底部 を穿刺 し,過 血糖 及び糖 尿の起 る事 を實誰 して以來 中

櫃榊維系統 と含水炭素 薪陳代謝 との問に密接 なる關係の存す る事が明 となれ り.糖 中福 に關す

る諸家の意見を尋ぬ るに,延 髄 に於 けるCI. Bernardの 糖 穿刺 中福以外 にAschner「Dは 間 麗

底部 を刺戟す る時(を)も亦過血糖糖尿の出現 す る事を認 め此の部 を覗 丘下糖 中枢 と命名せ り.Dre

sel及 びLewゾ2)は 更 に線歌禮 中に今 一つの糖 中福 の存 す る事 を實誰せ り.H6gler及 びZell6)

は脹洛 部 の切噺 を行 ひ此 の際 に於 けるAdrenalin及 びInsulinの 血 糖 に封 す る作用 を検 し中

騒 に糖代謝 を調節す る中椹 の存在す る事を推論 せ り.か くの如 く血糖 が中櫃榊経の司配下 に在

る以上 中福榊維 に働 く所 の催眠藥 が血糖調節作用 に何 等かの影磐 を及 ぼすべ きは當然 なり.甑

にMolitor u. Pick「4)は 脳 幹肺 醇藥 は脳幹1こ存す る睡眠 中福を麻酔 す ると共 に同 じ脳幹 に存

す る各種植物神経 中福 に封 して も作用を及ぽす事 を實誰せ り.從 つ て中枢性 の作用を有す ろ催

眠藥並 に解熟藥が 血糖調節作用 に封 し如何 なる影響 を及ぽすかは興味 ある問題 に して銑に先 入

の研究 あるは以下述 ぶ るが如 し.巳1】ちBurdi,51 Lermann,6 Horster 7)は 少量 のVerona1の

血 粛 下降作用を,叉El!is and Barlow sはVerona1の 血 糖上昇作用を報告せ り, Lumina1

に關 してはH6ninghaus,T Lermann(10)ば 少量 の Lurninalの 血糖 下降作 用を,叉Horster

u.Brugsch,(7)Rakiete1ユ 臆 はLumina1の 比 較的 多量 が血糖上昇作用 を有す る事を報告せ り.

抱 水 一Chloralに 關 してはSteinrnetzer u. Swoboda,(12'Horster u. Brugsch,のEIIis,「8)Burdiゆ

は血i.糖上 昇作 用を報告せ り.Urethanに 關 してはH6nighaus(9)は 血糖 に著攣 なきをHorster

u.Brugsch 7ドは ∫1iL粋上5諺を報告 せ の.以 上の如 く催眠藥 の澁L糖作用 に關 しては諸論旺 々た り.

之 れ 一一つには催眠藥 の投與量 に より左右せ らるる事大 なる ものあれ ばな るべ し

 ヲ(にPyramidonのlllL糖 に封 する作 用に就 ては, H6gleガ{3'は 少量 のPyrarnidonの 血糖 下

                   (183)



         化 學 研 究 所 講 演 集 第 十 二 輯

降作 用,比 較 的多量のPyramidonの{妄 明 なる血糖上昇作 用を報 告せ`).

 解 熱 藥 と催眠藥 と併用下 に於 ける1邑糖作 用に關 しては丈職 少 し,帥 ちH6g正er働 はVeronal,

Luminaiは 既 に弱麻醇量 に於て もPyramidon過 血 糖 を抑制す るに反 し,抱 水 一・Chloralは

之 を抑制 せす と報告 し,梼141は 解 熱作用 を有す る痙攣 毒Pikrotoxin, Akonitinに ょ る過 血糖

はVerona1, Lurninalに よ りて抑 制 さるる もUrethan及 び抱 水 一一Chloralに よ`)て は抑制

され す と,又Rosenthar15、 はPikrotoxinに よ る過 「肛糖 はVeronal, Luminalの み な らす抱

水 一Chioral,Urethanに よ りて も抑制 さると報告 せ の.

 如斯 催 眠藥 の血糖作 用に關 しては諸家 の云 ふ斬 一致 を見 す,叉 解熱藥 と催眠藥 とQ併 用下に

於 ける血糖作 用に關 しては丈獄甚だ少 し,殊 に叉,皮 質廓 辮藥 と脳幹麻醇藥 とに よりその解熱

藥 の作用 に及 ぽす作用 が如何 に異 なるか に關 して術幾 多の知見 を要す.

                實 験 材料及び實験方滴

 實 験動物 として艦重2Kg内 外 の健康家兎を用ひた り.實 験前24時 闇 以 内には食餌 を與へす,

叉 な るべ く縄 縛固定 す る事を避 けた り.催 眠藥 の用量 は其 多少に より血糖作 用に及 ぽす影響 一

定せ ざるを以 て豫 め数匹 の動物 に よりその 中等度の麻醇量帥 ち催眠量 を定 め,そ の量 を使 用せ

り.同 檬Pyramidonの 用 量 に就 て も亦膿温 低下 を惹 起す るも術痙攣 を見 ざ る程 度の中等量を

使用せ り.催 眠藥 は騒幹麻醇藥 と してVeronalnatrium, Lumlnalnatriumを 皮 質麻酔藥 とし

て抱 水 一Chlora1を 使 用 し,総 て1%の 水 溶液 として皮 下注射せ り.又Urethanは20%の 水

溶液 と し,Pyralnidonは5%の 水 溶液 と して皮下注射 せ り.

                 實 験 成 績

  (D 勤 照 實 験

 先 づ蒸 溜水20cc、 の みを皮下 注射 してその 血糖 を測定せ り.譲 表に示す如 く1航糖値は殆 ど憂

化な し,     、

                  第  1 表

    家    兎    注 射 前     注 射 後 血 糖 量 (Mg%)
  ,一 一一一一＼ 血 糖 量 !一一       …一一     一一一 一＼  
番 號 瞭 重(Kg)(Mg%) 1h  2h  3h  4h

   1        225        110     115        103         108         113

   2    ・    2.4         1⑪6     113         117         120         117

   3         19         109     115         117         1/3         110

  (2)Pyra㎜ido皿 の 血糖作用及び解熱 作用.

Pyramidonの 封1匿重1Kg O,15 gを 叔 與せ る場合の[血糖及び解熱作 用は第2表 の如 し.

                   (18荏)
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                  第  2 表

  _盗2L＼  ＼ ＼轡 、h,h、h、h、h最 大
  番  號 畳豊重(Kg)           注 射前  -＼.、                               」曾減 量

          血糖(M9%)  119  212  256  201  120  92  +137   4   2
.4

          畳豊温  (DC)     39.0    38.2    383    38.6    387    39.1    一α8

          血 糖(Mg%)   137  282  265  228  198  153  十128   5   2
。4

          畳豊呂瓢  (。C)      38.7    37。5     37。7    38.1    38.2    38。7    -12

          並L糖(Mg%)   103  216  206  219  玉90  160  ヨー111   6   2
-05

          搬 温  (。C)     39.5    38。4    38,2    3&7    38.2    38。6    -1.3

          j血糖(Mg%)  】06  168  182  171  139  117  +76   7   2
.15

          憂豊温  (。C)      39.3    38.1    383    38.6    39ρ    392    -1,2

          血 糠(Mg%)   117  184  188  163  154  131  +71   8   1
.75

          畳豊Z盈  (。C)     39.0    38.3    38.5    38.7    38.9    38.8    一⑪.7

          血 糖(]Mg%)     117    212    219    196    160    131    →-105   平   均

          畳豊温  (。C)     39.1    38.1    38.2    38.5    38.6    38。9    -1.0

 以 上 の 如 くPyramidonは 著 明 な る 血 糖 上 昇 を 惹 起 す,即 ち 血 親 上 昇 値 は 千 均105 Mg霧

な り.叉 準 均1.0℃ の 膿 温 降 下 を 來 す.

  (3)諸 種 催 眠 藥 の 血 糖 作 用.

  (A)Veronal聡tr宜 皿mの 血(つ)糖作 用 及 び 解 熱 作 用

 Veronalnatriumの 封 膿 重lKg O.2gを 投 與 せ る場 合 の 血 糖 作 用 及 び 解 熱 作 用 は 第3表 の

如 し.

                  第  3 表

   家  兎           注 射 後                  最 大

  ノー_一 ＼                   1h    2h    3h    4h    5h

  番 號 騰 重(Kg)    注 射 前             櫓 減 景

         血 拳唐(M9%)     124    131    138    134    131    122   十14   9   2ユ

         畳豊温  (。C)     399    39.8    「39。0    37.8    372    372    -2,7

         血 糖(Mg%)  113  111  112  108  110  110  -5  10  L95

         畳豊温  (。C)     39β    39.6    3&7    37β    37.2    37.3   -2.6

         血 糖(Mg%)   99  104  122'  124  113  101 +25  11   2
.15

         畳豊温  (。C)      38.8    38.7     38,0     37.2    37.2    37ρ    一1.8

         血糖(Mg%)  104  ]15  122  129  129  117  十25  12   2
.0

         畳豊温  (℃)      39,2    39。2    38.3    37.4    37.3    37.1   -2.1

         」血糠(取圧g%)     107    112    124    126    120    115   十19  13   2
.35

         骨豊温  (nC)     39.3    39-1    383     37.5    37.0   36.9    -2.4

         通L糖(Mg%)   109  115  124  124  121  113  +15

  平 均1騨eC) 、943933。53。53。23。1-・ ・

 上 表 の如 く Veronalantriumの 一定ゴ1は不均約16 Mg96の 血糖上昇 を來す,叉 季均最高

2..3Cの 艦 温降下 を來す.

                   (185)
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 (B)]Lumimlnatriumの 血 糖 作 用.

Lu血inalnatriumの 樹 農 重1Kg O.1gを 投 與 せ る場 合 の 血 糖 作 用 は 第4表 の 如 し,

              第 4 表

  家 兎 注 射 前   注 射 後1血 糖 量(Mg%)  最 大

 / 一 一一 一＼ 血 糖 量  一 一 番 
號 卿 重(Kg) (Mg%)  1h    2h    3h    4h    5h  囎 減 量

 14    2.25       106     工08       113       127       125       119     十21

 15    2。05       107   圏 119       122       129       122      噛112     十22

 16    2ユ        116     121      127       135       119       118     十19

 17    1.85        98     113       121       127       124       121     十29

 18     1.7        110      116       121       124       122       113     十 工4

 平     均       107     115      121      128     -.122      117    +21

上 表 の 如 くLuminalnatrjumの … 定 量 は 季 均 最 高 約21 mgタ6の 血 糖 上 昇 を 來 す 、

 (C)抱 水 ℃ 賊oralの 血 糖 作 凧

抱 水 ℃hlora1の 封 瞑 重1Kg O・59を 投 與 せ る 場 合 の 血 糖 作 用 は 第5表 φ 如 し・

              第 5 表

  家 兎  注 射 前   注 射 後 血 糖 量(Mg%)   最 大

 /一 一 血 糖 量  /         .    一一一一 ＼ 

番 號 艦 重(K9) (M9%)  1h    2h    3h    4h    5h  増 減 量

 19    2.15 、    91     118      128      131      126      120    +40

 20    2,45      109      139       ヱ39  ・   126       119       121    +30

 21    2.55      104      120       129       132       129       110   「 十28

 22     1.7       101      126       132       130       125       117     十31

 23    2.35      111      129       !41       143       137       122    十30

 平     ナξ」       103      126       134       132     、 127       】.18     +32

上 表 の 如 く抱 水 一Chloralの 一・定 量 は 手 均 最 高32Mg%の 王虹糖 上 昇 を 來 す.

 (DうUre翫 瓢 の 血 糖 作 凧

Urethanの 劉 即 重1Kg 12gを 投 與 せ る場 含の 血 糖 作 用 は 第6表 σ)如 し

    、          島; 6 表

  家   兎     ?宝 身子唇「f         沼三 菱付  後  血  *唐  一地  (Mg %)         ユ覆  ブく

 /一 一 一 』廿 精 ± __ノ

番  號 畳豊重(Kg)  (Mg %)    1h       2h       3h       4h       5h    二曾洞～是

 24     2.7       106      127       137       120       115       111     十31

 25     2。9       !13     119       ]27       122       117       119     十]4

 26      2.5       108 .    124       }32       131  .    122       113     +23

 27    1.85       108      123       132       134       118       114     -{-26

 28    2、05       104     117       124       118       110       113    十20

 平     均        108      122       /30       125       116       114     十23

上 表 の 如 くUrethan O)一一定 量1よ,iの23Mg%の 血.糖 上 昇 を 來 す.

               (玉86)
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                   小   括

 以 上の如 く催 眠藥Veronalnatrium, Luminalnatrium,抱 水-Chlora1, Urethanの 一定量

は輕度の血糖 上昇を來す.就 中抱 水 一Chloralに よる血糖L昇 最 も多 し.

  (4)Pyram齪onと 催 眠藥 併用の血 糖作用,

 (A)Pyra㎜iao魏 とVeromlnatrium併 用 の血糖作用及 び解熱作用,    .

 Pyramldonの 封 髄正1Kg O.159及 びVeronalnatriumの 判 最工1Kg O.29を 投 與せ る

場 合の血糖作 用及 び解熱作 用は第7表 の如 し.

                   第  7  表

    家 兎    ＼ ＼ 注射後          最 大  
_＼             ＼＼     1h    2h    3h    4h    5h  
番 號 階重〔Kg)       注射前 ＼＼                     櫓滅量

          血糖(Mg%)  111  117  127  120  139  113 +28   29   2
.25

          畳豊温  (。C)     39。5     38.6    38.6    38.0    37.8     37.4    -2.1

          血糖(Mg%) 層104   108  王20  111  93   97  十16   30   2
.35

          畳豊温  (。C)     39.2     38.7    38.6    38.1    38.0     37.8    -1.4

          血糖(Mg%)  99  127  119  143  140  128  十44   31   225

          畳豊温  (DC)   38.8   38.3   38.0   37.5、 36.8   36.7   -2.1

          血糖(Mg%)    102     129     13G    146    153     139    十51   32   2
.3

          畳豊温  (。C)    392     38.4    37。5    37.2    36.5     36.7   -2.7

          血糖(Mg%)  92   100   99  132  150   121  十58   33   2
.0

          =畳豊温  (GC)     39.2     38.8    38.5    38.2    38.0     37.8    -1.4

          血継(Mg%)、 ユ02   116  119 , 130  135   120  +33   平   均

          畳豊温  (GC)    3甑2    38.6    3&2   378    37.4    37.3   -1.9

 上 表 の如 くPyramidonの 一定 畦及 びVeronalnatriumの 一定量の併 用は約33Mg%の

血糖 上昇及び約1.9℃ の 鰹温 降下 を來 す.

 今 弟7表 を第2表 と比較 す るにPyramidonの 封 騰重1Kg O.159を 輩 猫 注射 に於 て観 らる

る過血糖 歓,之 にVeronalnatriumの 封 罷重1Kg O.2gを 併 用す る時著 しく減 少す.即 ち最

高 上昇値 の平均105Mg%に 建 す る血糖上昇は33 Mg%に 低下 す.叉 帯濫 に就て翻 るに, Pyr一

amidonの 軍 猫注射 に於 け る最高降下度 は雫(ヨ)均1.。OC, Veronalnatriumの 軍 猫注射 に於 ける

最高降下度は平均2.。3Cに して, Pyram{donとVeronalnatriumの 併 用 に於 ける/f豆濃 最高

降下度の李均は1.DgCな り.師 ちPyramidonとVeronalnatriumの 併 用li寺に於 け 翻/Pl降

下 度 は輩猫の側1]時 に 於 ける降下度 の和 より甚だ しく僅少 なり.之 を要す るにPyrarnidonと

Veronalnatriumと の 併用 は血糖作 用に於 て も,磯!『 降下作用 に於て で、亦拮抗作 用を示 す.

  (B)PyramidonとLuminalnatdum併 用 の血糖 作用.

                    (187)
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Pyramidonの 封艦 重1K魯0,159及 びLumlnal丘atriumの 樹 禮重1Kg O.19を 投 與 せ

る場 合の血 糖作用は第8表 の如 し.

                  第  8 表

   家 兎 注 射 前  注 射 後 血 糖 量(Mg%)   最 大
  一 血 糖 量 !
  番 號 艦重(Kg) (Mg%) 1h   2h    3h    4h    5h  ∫曾減量

   34    225      108    120       132       139       139       136     十31

   35    2.3       102    117       129       132       139       127     +37

   36    2.15      110    119       129       141       131       134     +30

   37    1.7       97    110       125       134       136       141     +44

   38    2.05      114    124       134       134       141       138     +27

   平 均 106118 130 !36 137 135十32

 上 表 の如 くPyramidonの 一一定量及びLuminalnatriumの 一定量 の併 用時に於 け る血糖上

昇 はその最高上昇値の平均32Mg%を 示 す,之 を第2表 と比較 す るにPyramidonの 購 蜀使

用時に観 らるる過血糖 は之 に Luminalnatriumの 一定量 を併用す る時著 しく滅 少す。

  (C)Pyra皿 董donと 抱 水-C』10ral併 用 の血糖 作用.

 Pyramidonの 封 ・禮重11タ9α159及 び抱 水 £hloralの0・59を 投 與 せ る場合の血糖作 用

は第9表 の如 し.

                 第  9 表

   家  兎   注 射 前     注 射 後 血 糖 量 (Mg%)     最 大  
ノー一一 ・一一一＼ 血 糖 量 〆  一            一へ＼

  番 號 盤重(Kg)(Mg%)1h  2h  3h  411  5h 塘減量

   39    2.4       113    136       145       149       131       127     +36

   40    2。15      108    128       149       ]51       129       121     十43

   41    2.35      102    139      153       137      119      113     十51

   42    2.65      112    131       154        148       132       121     +42

   43    2.0       107    141       146       143       136       115     +39

   平 均 108135 148 146 128 119十40

 上 表 の如 く血糖最高上 昇値 は平均 して40Mg%な り,之 をPyramidon軍 猫 投與 の場合の

それ105Mg疹 に比較 すれば著 しく僅 少なり.自iJち 抱 水 一Chlora1の 一定量 はPyramidon過

血糖を著 しく減 少せ しむ,

  (D)PyramidonとUrethan併 用 の血 糖作用.

 Pyramidonの 封 儂重1Kg O.15g及 びUrethanの1、2 g を投 與せ る場合 の血糖作 用は第

10表 の 如 し.

                   (188)



        三 並:解 熱藥 と催 眠藥 との併 用下 に於 け る血 糖 調 節作 用 に就 て

                第  10 表

   家 兎  注 射 前   注 射 後 」血 糖 量(Mg%)  最 大

  一 血 糖 量  _一 一 一 一 一 バー 一一一 一＼ 番 
號 髄 重(Kg) (Mg%)  1h    2h    3h    4h    5h 増 減 量

  44    175       99      138       145       131       122       108    十46

  45    1.85      106      148       155       146       129       119    十49

  46    2.1       102      134       138       129       131       122   +・36

  47    2.35      103      140       141       136       125       115    +38

  48    1.95     '110      150       163       !48       136       125    十53

  平     均       ユ04      142       148       138       129       118    +44

 上 表 の 如 く血 糖 最 高 上 昇 値 は 季 均 して44Mg%な り,之 をPyramidonの 軍 猫 投 與 時 の ぞ                 「

れ105Mg%に 比 較すれ ば者 しく僅 少な り.帥 ちUrethanの …定量 はPyramidon過 血 糖

を著 しく滅少せ しむ.

          第  1 圖
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                 小  括

 以 上の如 くVeronalnatriu臨Luminalnatrium,抱 水 一Chloral, Urethanの 一定量 はPyr-

amidonの 一定量に よる過王缶.糖を著 く抑制す其作 用Lumina1が 最 も張 し.

              総 括 及 び 考 察

 上 記冒験成紅を絡 括す るにPyramidonの 封 膿 工1Kg O・159を 家 兎に投與 する時・最高下                                     、

降度手均1.℃Cの 罷温降下 と共に,最 高上昇値雫均105Mg%の 過 血糖 を惹起す・H6glerし13)14)は

                 (189)



         化 學 研 究 所 講 演 集 第 十 二 輯

Pyramidon{D少 量 は輕度 の低血糖 を惹起す る もその比較 的多量 は著明 な る過血糖 を惹起 し,

此 の過血糖 はErgotaminに よ りて阻止 さるるもAtropi『 投 與 は却て之を促進す る事, Verσ

nal, Luminal等 の脳幹廓醇藥 は此過血糖を抑制す る事 を認 めナこり.此 等 の結果 より彼 は, Py-

ramidonは 贋 幹 に存 す る血糖 調節 申福 を直接刺 戟 し,そ の興奮 は交感沸経 を通 じて末梢 に達

し以て過血糖 を惹起す るな りと結論せ り.叉 彼 はVerona1, Lumlnal共 にPyramidon に よ

る農温低下 を阻止せす,Lumina1は 屡 々之 を塘 強す る事 を認 めナこり.次 に彼は制Pyra!nidon

過 由L糖をAdrenaiinに よ る過niL糖 と比較 し, Adrenalin過 血 糖 はVeronalに よ り阻止 され

す,叉 膿温低 下を俘 はす,之 に反 してPyramidon過(ヒ)血 糖 はVeronalに よ り阻止 され膿溜低

下 を俘ふ事,更 に叉Adrenalin過 血 糖 はInsulinに よ り抑制 さるるも, Pyramidon過1虹 糖

はInsu11nに よ り・抑制 され さ"る事を認 めた り.此 等の結果 より彼 はPyrarnidon過 血 糖 が末

梢機 關に よらす して中幅神経 の興奮 に因る事を讃明せ り.

 著 者 の實験に於て も上記 の如 くPyramidon過 血 糖 は膿温低下を俘 ひ,且 叉一定量 の催 眠藥

によ り抑制 さるる事 を認む.故 にH691er♪13聰 ♪の読 の女ロ〈Pyramidon過 血 糖 は中福神経の興

奮 に よる もの と考へ らる.

 次 にVeronalnatrium Luminalnatrium,抱 水 一Chloral, Urethan等 催 眠藥 の血糖 作用を

観 るに,上 記實験成績の如 く,此 等催眠藥 の 中等度の麻醇量 はいつれ も輕 度の過血糖 を惹起 す・

 今催 眠藥 の血糖作用 に關す る諸 氏の業 績を見 るに,抱 水 ・Chloralに 關 してはSteinmetzer

u.Swoboda,d2,Horster u. Brugsch,(7>Ellis and Borllow(8)等 は その血糖上 昇作 用を報告 せ り.

而 してSteinmetzer㈹ は抱 水 一Chlora1が 主 として脳皮質 を麻醇 し,爲 めに脳皮質 よ り脳幹の

糖 中幅 に醤 す る抑制作 用が減弱 叉は消失す る爲 め過血糖 を惹起す ると読 明せ り.果 して然 らば

所 謂脳幹麻 醇藥 の血糖 上 昇作 用は如何 に読 明 さるるが

 Verona1, Luminalの 血糖 作用に關 しては, EUis and Barllow(8)はVerona1の 血 糖上昇作

用を,Horster u. Brugsch(7)はLurninalの, Rak童eten(H)はBarbitur酸 誘 導龍の血糖上昇作

用を報告せ り.之 に反 してBurdi,`5,Horster⊂7)1よVeronalの, H6nighaus(9)はLuminalの 血糖

下降作用を,叉Lerrnann(10♪ はVeronal, Lumi胎1の 血糖 下降作 用を報一告せ り・又H691erd3)(14)

はVeronal, Luminalは 殆 ど血糖 に影 響無 きか,又 は時に輕 度の1自L糖下 降作 用あ るを報告せ

り.而 して その原 因に就 ては,Rakieten㈹ はBarbitur酸 誘 導罷のltlL糖上 昇作 用は之が呼吸

甲福を麻痺 し,爲 めに生す る酸 化不全,'Acidosisが 過 血糖 の原因な りと云 ひ,一 方Burdi,㈲

H6nighaus(9`はVeronal, Luminal O)血 糖 下降作用は糖 中櫃 の麻痺1こ因 ると云 ひ, H6gler(13'

はVeronal, Luminalの 血 糖F降 作用 は,糖 中福 中のInsulin調 倒σ部 泣がAdrenalin訥 色"

                   (lgo)



         三並:解 熱藥と催眠藥 との併用一ドに於ける血糖調節作用に就て

部位 よ りも麻 醇 され 難 き爲な りと論 明せ り.

 次 にUrethanに 關 してはHorster u. Brugsch(7)は その血糖上昇作用 あるを, H6nighaus「g'

は その血糖 に影響 な きを報告 せ り.

 以 上 を観 るに少量の催 眠藥 は』江糖降下を來す も,比 較的多量 は血 糖上 昇を來す ものの如 し.

而 して血糖上昇の原 因 としては催眠藥 が呼吸中福の機 能を麻痺 し,以 て朧 内に於け る酸素不足

を生ぜ しめ,之 が糖 中櫃 を刺戟す るに よると云ふ読(Rakieten),(11)及 びf崔眠藥が直接糖 中福 を

刺戟す るによるとす る論(坂 本)㈹ 等の刺戟過血糖 論 と,一 方上 位糖 中福 より下 位糖 中福 に向

ふ抑制 が麻醇の爲 め脆落す る爲 と云ふ脱抑 制過血糖読 とあり,著 者 の實験 に よれ ば大 臓皮質麻

醇藥 た る抱 水 一Chloral, Urethanの み な らす,噛 幹廓醇藥 た る Verona豆, Luminalに よ り

て も過血糖 を惹起 す.か か る事實 は睨抑制過血糖読 を調明す るに苦 しむ虚 な り.

 次 にPyramidonと 催 眠藥 併用の血-糖作 用に就て上記實験成績 を観 るにVerona1, Luminal

の み な らす抱 水 一Chloral, Urethanも 亦Pyramidon過 血糖 を抑制す.之 はH6glerの 報 告 と多

少相違す.即 ちH6glerに よれ ばPyramidon過 血糖 はLuminal, Verona1の 弱麻 醇貴 に よ

りて阻止 さるも抱 水 一Chlora1に よ りては抑 制 され す と.さ れ ど彼の家兎 に投與 せ る抱水-Chl-

oralの 量 は甚 だ少 くして封燈重Kg O.05-0.19な り.か か る少量 にては皮質麻醇藥ナこる抱水 一C

hloralは 旛 斡部 の糖 中福に作 用す る事 少 く,從 つてPyramidon過 血 糖 に影響 無 きは當然 な

る も著者 の試 みた る中等度の麻醇量 にては謄幹部 の糖 中福 に も作 用 しPyram三don過 血 糖 を抑

制す る もの と考へ らる.Urethanに 就 て も亦然 り.思 ふ にPickの 所 謂脹幹麻醇藥 と大脳皮

質麻醇藥 との その侵襲貼の颪別は さして嚴密 な らす,皮 質/網 卒藥 と稻 せ らるる抱水 一Chloral,

Urethanも その 一一定量以上 に於ては明 らかに謄幹 を も侵襲す るな り.

 次 に血糖 と龍淵 との關係 を観 るに,禮 温調節 中椹 は周知 の如 く間脳基 底部 の覗丘下部内 に存

し,一 方糖 中福 は延髄 のみな らす,覗 丘下部 に も存す る事はAschner等 之 を立讃せ り.邑IJち

爾 中枢共に覗 丘下部 内 に所在 す るな り.さ れ ばPyramidonは 糖 中桓 を刺戟 して過血糖 を來

す と共に その附近 に存 す る艦温調節 中福 に も作用 して禮温降下 を來 し,催 眠藥は糖 中椹を麻痺

す ると共 に,罷 温 調節 中椹を も聯痺 す るな り.從 つてVeronalはPyrarnidon過 血 糖 のみな

らすPyramidonの 解 熱作用に も作 用す るな り.

                  結   論

  1.Pyramidonの 一定量 は家兎 に於 て著明の過血糖を惹起 す.

  2.Veronalnatrium, Lnmillalnatrium,抱 水-Chloral, Urethanの 一 定量 は夫 女輕度の

                   (191)
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血 糖 上 昇 を 惹 起 す.

 3.Veronalnatrium, Luminalnatrium,抱 水 一Ch互ora1, UrethanはPyramidon過 血

糖 を 抑 制 す.此 の 作 用 に 於 て 所 謂 謄 幹 麻 醇 藥 と騒 皮 質 麻 醇 と の 間 に 著 し き 相 違 な し.

 4. Pyramidon過 血 糖 は 糖 中 櫃 の 興 奮 に 因 る もの な る べ し.
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